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問３ ある汽力発電設備が，発電機出力 19 MW で運転している。このとき，蒸気

タービン入口における蒸気の比エンタルピーが 3 550 kJ/kg，復水器入口における

蒸気の比エンタルピーが 2 500 kJ/kg，使用蒸気量が 80 t/h であった。発電機効率

が 95 ％であるとすると，タービン効率の値[％]として，最も近いものを次の(1)

～(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) 71 (2) 77 (3) 81 (4) 86 (5) 90 
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問４ 沸騰水型原子炉(BWR)に関する記述として，誤っているものを次の(1)～(5)

のうちから一つ選べ。 

(1) 燃料には低濃縮ウランを，冷却材及び減速材には軽水を使用する。 

(2) 加圧水型原子炉(PWR)に比べて原子炉圧力が低く，蒸気発生器が無いので構

成が簡単である。 

(3) 出力調整は，制御棒の抜き差しと再循環ポンプの流量調節により行う。 

(4) 制御棒は，炉心上部から燃料集合体内を上下することができる構造となって

いる。 

(5) タービン系統に放射性物質が持ち込まれるため，タービン等に遮へい対策が

必要である。 
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